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１ 人口減少社会の到来（日本）

１

日本の人口は平成20(2008)年から減少局面に入り、今後加速度的に進むと見込まれています。その推計
人口は、国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という）の発表では、日本の総人口がこのま
ま推移すると、ピーク時の１億2,808万人から、平成72(2060)年には8,674万人にまで落ち込むと推計して
います。



２ 人口減少が進む中で考えられる未来予測（イメージ）

2020年
・働き手2人で高齢者1人を支える
・働き手4.9人で年少者1人を支える

2008年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年

1.25億人

1億人

0.9億人

2025年
・育児と介護のダブルケア
・団塊世代が75歳以上になる

【政治・社会・経済・産業予測】

2020年 年間訪日外国人旅行者数4,000万人

自動運転車実用化（国交省）

2025年 介護人材が37.7万人不足（厚労省）

2030年 人工知能（AI）やロボットによる効率化

2040年 年間死亡者数約168万人

2045年 リニア中央新幹線(名古屋大阪間開通)

2055年 世界の人口が100億人に到達

2040年
・死亡者増加に伴う火葬場不足
・団塊Jr世代が65歳以上になる

2056年
・年少人口が1,000万人を割る

２

（参考）平成27（2015）年

年少人口 （ 0～14歳）1,595万人

生産年齢人口（15～64歳）7,728万人

老年人口 （65歳以上）3,387万人

・働き手2.3人で高齢者1人を支える

・働き手4.8人で年少者1人を支える

（注）働き手・・生産年齢人口、
高齢者・・老齢人口、年少者・・年少人口



人口減少が進む中で考えられる未来予測（三木市イメージ）

2020年 国の動きを20年先取り
・働き手1.5人で高齢者1人を扶養
・働き手5.2人で年少者1人を扶養

2015年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年

8万人

6万人

4万人

2025年
・育児と介護のダブルケア
・老年人口割合36.7％

2045年
・働き手1.1人で高齢者1人を扶養
・年少者人口が約4,500人

2055年
・年少者人口が約3,400人
・女性の3人に2人が50歳超え
・老年人口割合44.2％

（参考）平成27（2015）年 79,725人

年少人口 （ 0～14歳）8,934人

生産年齢人口（15～64歳）44,116人

老年人口 （65歳以上）24,757人

・働き手1.8人で高齢者1人を支える

・働き手5.2人で年少者1人を支える

３

地域間格差
（教育・仕事）

後継者問題

若者の市外へ
の流出

新たなスパイラル



人口構造のいびつ化に伴い
需要と供給のバランスが崩れる。

棺桶型の
人口構造へ

４



三木市の人口ピラミッド推計値

三木市の人口ピラミッドは、国よりも２０年進んだ状況になっています。
加えて、人口減少のスピードに伴い、非常にスリムな人口構造になると推測されています。

５


